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放射性核種分析

土壌分析

間隙率・含水率・粒径分布
⇒溶存有機物に保持されたCsの下方浸透

有機物
⇒マイナス電荷をもつ官能基によるCsの保持

粘土鉱物
⇒層状ケイ酸塩鉱物によるCsの強力な固定

存在状態

存在量 空間・深さ分布の詳細調査

陽イオン交換容量・pH
⇒Csイオンの土壌粒子への吸着

分布・移動性を規定する
要因の調査

金沢大

北大

・ 土壌汚染は土壌・植生の特性により変動を受ける可能性（チェルノブイリ等の既往研究）

・ 2km四方メッシュ内には、それらの特性を規定し、人間活動に密接に係わりのある様々な生態系が混在

広域マップ調査で取得される2km四方当たり1点のデータが、どのような要因で変動しうるのかを提示

土壌マップ：1地点／2km四方

0

10

5

20

耕作地・水田

果樹園

2



畑地（３地点）・水田（１）・果樹園（２）

牧草地（３）・公園草地（１）

里山（２）・自然林（３）

http://www.geosense.co.jp/map/tool/geoconverter.php

進捗状況

スケジュール 試料採取地点

第１回土壌採取（梅雨前）

・ 土壌中放射性核種の深さ分布測定

・ 放射性核種の存在状態調査

・ 土壌特性分析

第２回土壌採取（梅雨後：８月初め）

・ 土壌中放射性核種の深さ分布測定

→ 放射性核種の蓄積状況の変化と土壌特性

の関連を明らかにする

・ 調査対象の２kmメッシュを福島市内に決定

（人間活動に密接に関わる様々な生態系が
混在する場所）

・ 6月18-20日に右図の地点で土壌試料採取
（梅雨入りは6/21）

・ 現在、土壌試料を前処理中
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